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◆工業技術研修・環境保健研修（１学年数理探究科） 

 ７月１７日（火）、数理探究科の 1年生２９名（タイからの聴講生

１名含む）が、２グループに分かれ、長崎県工業技術センターおよび

長崎県環境保健研究センターでの研修を行いました。工業技術センタ

ーでは、３Ｄ計測や高速度カメラを用いた測定実習に取り組みました。

環境保健研究センターでは、水溶液中の溶存酸素の測定実験に取り組

みました。どの実験・実習も高校では行うことができない高度な内容

のもので、生徒の科学技術に関する興味関心は大いに高まりました。 

 
写真 左：ハイスピード撮影の説明を受ける生徒 

                           中：３Ｄ計測に取り組む生徒  右：溶存酸素測定に取り組む生徒 

 

 

◆職業セミナー（対象：１学年全生徒） 

 ７月１９日（木）、研究機関で研究に携わっている

研究者や医療関係者はもとより、博物館の調査員や弁

護士、栄養士など、地域や同窓会の協力のもと様々な

職種の方を講師としてお招きして職業セミナーを実施

しました。これは単に仕事内容を知るだけにとどまら

ず、社会の第一線で活躍されている方々からお話を伺

ったり、質疑応答を通じて、職業の先にあるものを見

る力、物事を今までとは違った視点から捉える力、自

らの学びを身近な事象と結びつける姿勢など、多元的

探究力の基礎を育成することを意図して企画されたも

のです。 

 

写真 左：「食を届ける」より 右：「文化を育て発信する」より 

【講座一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒感想より】 

■毎日食べている米の保存性の高さという生物学的な特性が、

日本の社会や我々の考え方に関係しているということを知り、

物事を結びつけて考えることの大切さを学びました。 

■お話を聞いて、ツシマヤマネコの保護のための研究や二枚貝

による水質浄化など、環境関係の研究をしたいという思いが

強くなりました。 

壱岐野外調査を実施しまた！ 

離島地区の高校との共同研究の第

一段として､７月２１日～２２日の１

泊２日の日程で「壱岐島」での野外調

査を実施しました。そこでは壱岐高校科

学部の部員との交流や共同での生物調

査、農家の方への聞き取り調査等を行

い、たくさんの有益な情報やサンプルを収

集することができまし

た。内容につきまして

は、次号以降で紹介

させて頂く予定です。 

長崎県立大村高等学校 

～自ら気づき、考え、行動する～ 


